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◆札幌ｌ?より徒歩５分

　

郵政局

■

-

第32回定期総会ご案内

-

第32回総会を下記のように

開催いたします。

会員、ご家族の皆様お誘い

合わせのうえご参加下さい。

東急

地
下
鉄
南
北
線

　

時計台Ｉ

◆駐中ヌ.ペーヌに困lμ｣‘ございｊｌのて漏●の解Cjご容赦ｌ'さいま1!

　　　

ＫＫＲホテル札幌

〒060-0004札幌市中央区北４条西５丁目

　　　

TEL 011-231-671 1

　　　

記

＝日

　

時＝

　

５月31日(日)

】0:00～12 : 00

　

第32回総会

　　

(昼食)

13 : 00～15 : 00

　

医療講演会

　

＝会場＝

ＫＫＲホテル札幌

総会当日はこの議案書をご持参ください。昼食は道腎協で用意します。

-
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第32回総会次第

開会のあいさつ

黙

　　

と

　　

う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成20年度活動報告

　　　

平成20年度決算報告

　　　

平成20年度会計監査報告

　　　

平成21年度活動方針（案）

　　　

平成21年度予算（案）

　　　

平成21 ・22年度役員（案）

　　　

スローガン（案）

　　　

総会宣言（案）

議長解任

感謝状贈呈

閉会のあいさつ

道腎協総会記念

昼

　

食

医療講演会

１０ ： ００

１２ ： ００

13 : 00より

演題

講師

｢災害時における透析医療提供体制～福岡県西方沖

地震と情報伝達～｣

口本透析医会常任月PJi

医療法人くま腎クリニック院長
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平
成
卯
一
年
度
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
水
泳

の
北
島
康
介
選
手
ら
の
活
躍
に
日
本
中
が

沸
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
り

秋
風
の
吹
く
頃
に
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
を
引
き
金
に
全

世
界
的
に
金
融
不
安
が
拡
大
し
１
０
０
年

に
１
度
と
言
わ
れ
る
世
界
同
時
不
況
に
陥

り
ま
し
た
。
日
本
で
も
非
正
規
労
働
者
の

雇
用
問
題
な
ど
が
注
意
を
引
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
今
後
は
岡
及
び

地
方
自
治
体
の
税
収
不
足
に
つ
な
が
り
医

療
福
祉
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
甲
成
2
0
年
４

月
か
ら
後
期
高
齢
青
医
療
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
６
月
に
年
金
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る
抗
議

の
声
も
最
大
と
な
り
、
政
府
も
制
度
の
見

直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

道
内
で
は
地
方
に
お
け
る
医
師
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
道
政
紋
別
病
院
透

析
室
の
休
止
（
平
成
<
ｚ
　
　
年
‐
月
末
　
　
部
再

開
）
。
美
唄
労
災
病
院
の
透
析
室
閉
鎖
な

ど
透
析
環
境
は
悪
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三三

・－＝

　

~_てご‘

道
腎
協
で
は
こ
わ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
道
庁
・
各
自
治
体
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
‐
月
に
は
『
自
治
体
等
広
峨

化
・
連
挑
構
想
』
に
於
い
て
、
経
営
形
態

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
透
析
施
設

を
有
す
る
‐
病
院
に
通
院
し
て
透
析
を
受

け
て
い
る
患
者
を
対
象
に
『
通
院
実
態
調

査
』
を
行
い
、
平
成
２
１
年
１
月
に
は
通
常

1
0
乍
毎
に
実
施
し
て
い
る
全
会
員
が
対
象

の
『
北
海
道
透
析
患
者
実
態
調
査
』
を
繰

り
ｈ
げ
て
実
施
す
る
な
ど
、
急
速
に
進
む

医
療
福
祉
改
革
が
会
員
に
与
え
て
い
る
影

響
を
調
査
し
て
お
り
ま
す
。
残
念
な
こ
と

に
今
年
度
も
会
貝
の
減
少
が
続
き
、
会
員

数
４
、
０
０
０
名
を
切
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
対
策
の
一
つ
で
も

あ
る
2
1
地
域
腎
友
会
の
４
グ
ル
ー
プ
化
を

ス
タ
ー
ト
し
、
今
後
の
地
域
活
動
の
活
性

化
と
会
員
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
の
中
で
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
。
次
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
出

来
ま
し
た
。

１

第
3
8
次
国
会
請
願
署
名
・

募
金
活
動

　

今
年
度
は
平
成
2
0
年
８
月
り
日
に
国
会

謂
願
用
紙
を
各
地
域
腎
友
会
に
発
送
し
ま

し
た
。
1
8
地
域
腎
友
会
で
署
名
活
動
を
展

開
し
、
前
年
を
上
回
る
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。

　

こ
の
請
願
は
平
成
2
1
年
３
月
2
6
日
印
に

行
い
ま
し
た
。

　

●
署

　

名

　
　
　

４
７
、
４
８
２
筆

　
　
　
　

（
前
年

　
　

４
１
、
６
５
６
筆
）

　

●
募

　

金

　

１
、
６
７
１
、
７
８
０
円

　
　
　
　

（
前
年
―
、
６
６
２
、
１
３
１
円
）

　
　
　
　
　

（
平
成
割
年
３
月
3
1
日
現
在
）

　

第
3
7
次
全
腎
協
国
会
請
願
は
。
平
成
2
0

年
６
月
1
9
日
印
に
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
、
翌
2
0
日
吻
に
参
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

２

国
の
様
々
な
医
療
制
度
へ
の

要
望
活
動

　

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
利
川
を
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
者
に
限
定
す
る
」
と
い
う
加
入
条
件

の
問
題
に
全
腎
協
と
と
も
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

「
限
定
す
る
」
と
し
た
1
0
道
県
の
う
ち

３
県
に
つ
い
て
は
条
件
を
撤
廃
し
ま
し
た

が
、
北
海
道
に
於
い
て
は
幾
度
の
要
謂
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
加
入
条
件

を
外
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

圀

　

臓
器
移
植
推
進
の
た
め
、
全

　
　

道
一
斉
腎
提
供
者
拡
大
街
頭

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　

平
成
2
0
年
度
全
道
一
斉
腎
提
供
者
拡
大

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
平
成
2
0
年
９
月

2
8
日
日
と
、
そ
の
他
地
域
腎
友
会
に
よ
り

地
域
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
等
の
行
事
日
程
に

合
わ
せ
て
、
道
内
1
6
力
所
で
患
者
・
家
族

２
５
５
名
、
医
療
関
係
者
等
支
援
者
１
０
６

名
の
参
加
を
得
て
、
意
思
表
示
カ
ー
ド

１
０
、
５
９
０
枚
・
チ
ラ
シ
等
１
１
、
０
４
０

枚
を
配
布
し
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
記
入
・

携
帯
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
腎
移
植
療

法
の
理
解
を
訴
え
ま
し
た
。

３
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　地方名
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全　　Ｗ　　協　　　　　　　　　　　　　Ｊ　Ａ　　Ｐ

●　　名 募　　金 ●　　名 募　　金

平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度

旭　　川 3,114 3,876 62,700 82,000 590 1,000 - -

岩見沢 1,131 1,084 61,079 26,270 449 ４９０ 6,000 3,600

浦　　河 560 ７１９ 52.000 22,000 440 661 ０ ０

江　　別 660 961 22.285 30,000 200 560 3β○○ ０

小　　樽 4.920 5,094 130,000 130,000 2,540 2,640 6,263 8.100

オホーツク 1,B12 2,071 11,853 15,740 681 770 ０ ０

北　　見 ８１９ 1,960 10,000 45.714 795 692 5,000 8,360

釧　　路 3,190 4,569 180.571 77,657 1,617 2,335 14,000 5350

札　　幌 11,280 11.120 550.786 521,383 10,422 10.190 63,272 46,068

伊　　達 950 1,041 22.857 24.286 302 222 2,500 500

道　　南 2,541 2,908 48.065 79,920 - － - ０

とかち 4,198 3,930 177,143 254,642 940 1.950 ０ ０

苫小牧 1,566 2,380 108.600 148,700 987 1,370 14.800 22,500

根　　室 348 294 ０ ０ 78 224 ０ ０

深　　川 １１７ 63 4,500 4,000 １２０ 63 1,50(〕 ０

宣　　闇 1.603 2.034 76,300 55,000 834 ９１０ 12,400 13,100

紋　　別 ５１０ 497 29.000 39,600 ○ ０ ○ ０

留　　萌 504 531 60,000 42,857 ４３０ ５１２ 5,000 4.000

稚　　内 153 217 8.000 3,000 １５６ 103 ○ 5,000

士　　別 356 ２１０ ０ ○ 卯 70 ○ ０

三　　笠 １５９ ２２８ 13,600 13,300 47 79 ０ ０

富良野 145 ３１４ 18.910 16,000 101 251 3.506 5.000

小清水 609 750 8,882 8.569 269 740 ０ 10,517

名　　寄 ４１１ 445 5,000 17,142 100 238 ０ 2,000

價　　人 186 7,000 177 ０

合　　計 41,656 47.482 1,662,131 1.664,780 22.188 26,247 137,741 134,595

『募金配分割合』全腎協：地域腎友会65％、道腎協20％、全腎協１５％

　　　　　　　　

ＪＰＡ：道難病連50％、J PA30%、道腎協20％.－は地元難病連支部に納入

圃

　

そ
の
他
の
活
動

①
咄
全
腎
協

　

油
井
会
長
、
金
子
副
会

　

長
と
の
意
見
交
換
会

　

平
成
2
0
年
４
月
1
9
日
出
・
2
0
日
ｎ
、
咄

全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
平
成
2
0
年
度
第

―
回
(
通
算
6
4
回
）
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
全
腎

協
か
ら
油
井
清
治
会
長
、
金
子
智
副
会
長
が

参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
各
地
城
腎
友

会
の
活
動
報
告
な
ど
を
直
接
聞
い
て
い
た

だ
き
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
。
油
井
会
長
か
ら
は
全
腎
協
組
織

対
策
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
組
織
強
化

（
会
員
拡
大
）
に
つ
い
て
の
要
望
を
受
け
、

同
時
に
金
子
副
会
長
か
ら
最
新
の
福
祉
情

報
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②

　

制
全
腎
協
全
国
大
会
（
富
山
）

　

平
成
2
0
年
５
月
2
4
日
山
・
一
一
Ｊ
日
日
、
富

山
県
富
山
市
総
合
体
育
館
に
於
い
て
、
全

国
か
ら
Ｉ
、
０
０
０
名
近
く
の
会
員
・
家

族
等
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
腎
協
か
ら
は
士
別
腎
友
会
阿
部
副
会

長
を
含
む
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

③

　

咄
全
腎
協
役
員
研
修
会
課
題
別
会
議

　

平
成
2
0
年
７
月
５
日
山
・
６
日
口
、
東

京
祁
ホ
テ
ル
コ
ム
ズ
に
於
い
て
、
各
都
道

府
県
組
織
か
ら
8
5
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
道
腎
協
か
ら
は
水
島
運
営
委
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
全
腎
協
組
織
強
化
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い
、
２
日
目

は
「
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
の
現
状
と

展
望
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

④

　

制
全
腎
協
全
国
青
年
研
修
会

　

平
成
2
0
年
８
月
3
0
日
山
・
３
１
日
日
、
東

京
都
大
森
東
急
イ
ン
に
於
い
て
、
全
国
の

庁
年
部
代
表
9
2
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
道
腎
協
か
ら
は
梅
原
青
年
部
副
部

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
『
青
年
部
の
活
性

化
』
等
の
テ
ー
マ
で
討
論
を
し
ま
し
た
。

⑤

　

咄
全
腎
協
相
談
員
研
修
会

　

平
成
2
0
年
Ｈ
月
１
日
出
・
２
日
○
、
東

京
都
大
森
東
急
イ
ン
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
道
腎
協
か
ら
は
小
平
運
営
委
員

が
出
席
し
「
医
療
費
の
相
談
を
受
け
た
と

き
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
相
談
業
務
の

役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

２
１）

道
内
活
動
の

取
り
組
み

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
（
マ
ル
障
）
負
担
増

反
対
の
活
動

平
成
2
0
年
５
月
2
8
日
付
．
『
重
度
心
身

-－４



障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
」
と
「
後
期
高

　
　
　

海
道
地
域
ヶ
ア
体
制
整
備
構
想
」
策

齢
者
医
療
制
度
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
要

　
　
　

定
そ
の
後
の
結
論
に
つ
い
て

望
書
を
北
海
逆
高
橋
は
る
み
知
事
に
提
出

　
　

５
．
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
健
福
祉
課
忠
津

　
　
　

つ
い
て

主
幹
と
面
談
し
、
他
都
府
県
の
動
向
、
厚

　
　

６
．
自
治
体
病
院
等
広
域
化
・
連
携
構

生
労
働
省
事
務
次
官
の
「
対
応
の
検
討
を

　
　
　

想
に
つ
い
て

促
す
」
発
言
を
伝
え
ま
し
た
。
後
期
高
齢

　
　

※
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
‐
月
2
0
日

者
医
療
制
度
非
加
入
を
選
択
し
た
6
5
歳
以

　
　
　

付
、
道
保
健
福
祉
部
艮
よ
り
回
答
書

上
7
4
歳
迄
の
障
害
者
に
対
す
る
マ
ル
障
の

　
　
　

を
受
取
し
ま
し
た
。

適
用
除
外
を
見
直
す
よ
う
に
求
め
る
等
、
②

　

道
と
の
意
見
交
換
会

粘
り
強
い
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
残

　
　

平
成
2
0
年
1
2
月
1
6
日
淘
午
後
１
時
3
0
分

念
な
結
米
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

か
ら
午
後
３
時
3
0
分
迄
。
道
庁
別
館
石
狩

倒

　

本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合

　

リ
い
Ｈ
ぺ
糾
Ｌ
パ
Ｈ

　
　

対
策
等
の
活
動
の
充
実

　
　
　

貫
1
0
名
、
曲
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担

①
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
早
期
確
立
の

　

当
理
事
１
名
の
出
席
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
を
北
海
道
高
橋
は
る
み
知
事
へ

　
　

意
見
交
換
会
で
は
、
道
側
か
ら
「
腎
疾

　

提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
対
策
の
９
期
確
立
の
要
望
書
」
へ
の
回

　

平
成
2
0
年
1
0
月
2
0
日
付
、
要
望
事
項
６
項

　

答
書
の
背
景
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る

目
に
つ
い
て
の
具
体
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

と
と
も
に
、
道
腎
協
側
か
ら
は
活
発
な
質

　

Ｉ
．
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
非
加
入
者

　

問
や
６
項
目
以
外
の
要
望
も
発
言
さ
れ
大

　
　

（
6
5
歳
以
上
一
日
歳
未
満
の
特
定
の
障

　

変
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し

　
　

害
者
）
に
対
す
る
重
度
心
身
障
害
者

　

た
。
次
年
度
も
是
非
、
同
様
な
機
会
を
得

　
　

医
療
北
助
成
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

　

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
．
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
於
い
て
、
③

　

空
知
地
区
市
民
公
開
講
座
「
腎
不
全

　
　

保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
資
格
証
明

　
　

の
最
新
治
療
」
を
後
援

　
　

証
の
発
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
2
0
年
６
月
‥
‥
日
…
男
砂
川
市
に
於

　

３
．
腎
侈
柚
推
進
普
及
活
動
に
つ
い
て

　

い
て
開
催
さ
れ
た
札
幌
腎
不
全
治
療
懇
話

　

４
．
国
の
療
養
病
床
の
円
編
に
伴
う
「
北

　

会
主
催
の
市
民
公
開
講
座
を
後
援
し
。
旭

川
地
方
腎
友
会
、
江
別
腎
友
会
、
札
幌
腎

臓
病
患
者
友
の
会
と
協
力
し
て
患
者
会
活

動
の
パ
ネ
ル
展
示
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

等
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

④

　

透
析
患
者
通
院
実
態
調
査
の
実
施

　

「
自
治
体
病
院
広
域
化
・
連
携
構
想
」

に
よ
り
診
療
所
化
等
の
改
革
対
象
と
な
っ

て
い
る
t
―
病
院
中
、
透
析
施
設
を
有
す
る

Ｈ
病
院
の
う
ち
９
病
院
の
協
力
を
得
て
、

通
院
透
析
患
者
を
対
象
に
平
成
2
0
年
‐
月

５
日
現
在
の
状
況
で
「
透
析
患
者
通
院
実

態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果

報
告
書
は
、
平
成
2
0
年
1
2
月
1
6
日
淘
開
催

の
「
道
と
の
意
見
交
換
会
」
の
地
域
医
療

（
透
析
施
設
）
の
確
保
に
つ
い
て
要
望
へ

の
参
考
資
料
と
し
て
添
付
し
、
今
後
も
道

及
び
市
町
村
に
対
し
て
の
施
設
維
持
活
動

の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

⑤

　

北
海
道
透
析
患
者
実
態
調
査
の
実
施

　

昭
和
5
3
年
以
後
、
定
則
的
に
透
析
患
者

の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
激
変
し
た
医
療
福
祉
政
策
が
透
析

忠
者
に
与
え
た
影
響
を
把
握
し
今
後
の
道

腎
協
の
指
針
を
得
る
た
め
に
、
３
年
前
倒

し
と
な
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆
様
を
対

象
に
平
成
2
1
年
１
月
3
1
日
現
在
の
状
況
で

告
書
を
配
布
で
き
る
よ
う
に
と
、
現
在
、

集
計
・
分
析
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

圀

　

道
腎
協
青
年
部
の
取
り
組
み

　

平
成
2
0
年
７
月
2
6
日
山
・
2
7
日
ｏ
、
道

腎
協
考
年
部
第
1
3
回
交
流
会
（
勉
強
会
）

を
占
冠
村
ト
マ
ム
に
於
い
て
開
催
し
、

「
し
っ
か
り
透
析
し
て
、
食
べ
て
、
運
動

し
て
、
元
気
に
な
ろ
う
パ
ー
ト
２
」
と
題

し
て
、
透
析
量
・
栄
養
摂
取
・
運
動
と
死

亡
リ
ス
ク
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
平

成
2
1
年
２
月
‐
日
出
・
1
5
日
ｑ
道
腎
協

青
年
部
第
‐
回
交
流
会
（
勉
強
会
）
を
旭

川
市
に
於
い
て
開
催
し
、
在
宅
血
液
透
析

　
　

一

を
行
っ
て
い
る
会
員
の
自
宅
を
訪
問
し
在

　
　

５

宅
血
液
透
析
の
艮
所
’
短
所
及
び
療
法
に

　
　

一

掛
か
る
経
費
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
道
腎
協
各
諸
行
事
の
協
力
。

会
報
＼
＼
m
＼
＼
通
信
‘
の
発
行
。
機
関
誌
*
ど

う
じ
ん
>
　
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
ｌ
コ
ー
ナ
ー
ヘ
の
寄
稿
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

４

道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
、

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会

（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
の
国
会
請
願
署
名
・

募
金
活
動

「
北
海
逆
透
析
患
者
実
態
調
査
」
を
実
施

　

①

　

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ａ
）
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動

　

平
成
刎
年
秋
ま
で
に
は
、
調
査
結
果
報

　
　

全
腎
協
第
3
8
次
国
会
請
願
署
名
と
同
時



に
実
施
し
、
前
年
を
上
回
る
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。

　

●
讐

　

名

　
　
　
　

２
６
、
２
４
７
筆

　
　
　

（
前
年

　
　
　

２
２
、
１
８
８
筆
）

　

●
紅

　

金

　
　
　

１
３
４
、
５
９
５
円

　
　
　

（
前
年

　
　

1
2
2
0
1
4
1
円
）

　
　
　
　
　
　

（
平
成
2
1
年
３
月
3
1
日
現
在
）

②

　

第
3
5
回
翻
北
海
道
難
病
遅
全
道
集
会

　

七
飯
大
会

４
、
０
１
２
名
を
も
下
回
る
状
況
で
す
。

道
腎
協
と
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
打
破

す
る
こ
と
を
目
的
に
2
4
地
域
腎
友
会
を

４
グ
ル
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
各
グ
ル
ー
プ
は
準
備
会
議
を

終
え
て
お
り
ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、

グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
思
の
疎
通
と
活
動

の
活
性
化
を
通
じ
て
会
員
拡
大
に
つ
な

げ
ま
す
。

平
成
2
0
年
８
月
２
日
山
・
３
日
日
、
七

　

②

　

解
敞
し
た
滝
川
腎
友
会
及
び
休
会
中

飯
町
大
中
山
コ
モ
ン
に
於
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
３
日
に
は
道
南
腎
友
会
の
協
力
を

得
て
腎
臓
病
部
会
分
科
会
の
医
療
講
演
会

を
会
口
・
家
族
等
4
3
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
函
館
市
平
山
泌
尿
器
科

副
院
長
の
小
村
秀
樹
先
生
を
迎
え
「
最
近

の
透
析
医
療
の
動
向
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

組
織
・
財
政
・
広
報

３
活
動
に
つ
い
て

川

　

道
腎
協
組
織
強
化
の
た
め
、

　
　

６
、
０
０
０
名
の
会
員
を
目
標

④

　

６
、
０
０
０
名
の
会
員
実
現
に
各
腎

　

友
会
と
と
も
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

　

そ
の
結
果
は
残
念
に
も
前
年
度
末
の

　

の
静
内
腎
友
会
の
活
動
再
開
に
向
け

　

て
、
滝
川
市
に
３
度
。
新
ひ
だ
か
町
に

　

２
度
の
施
設
訪
問
を
し
て
院
長
及
び
事

　

務
長
と
面
談
し
患
者
会
活
動
へ
の
理

　

解
、
患
嗇
会
作
り
・
忠
者
会
活
動
両
開

　

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
好
意

　

的
な
返
事
を
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、

　

今
後
は
近
隣
腎
友
会
の
協
力
を
得
て
具

　

体
化
し
て
い
き
ま
す
。

③

　

各
地
域
腎
友
会
の
総
会
や
役
員
会
に

　

道
腎
協
役
員
が
出
席
し
、
（
社
）
全
腎

　

協
・
道
腎
協
活
動
の
現
況
、
患
者
会
活

　

動
の
意
義
、
会
員
拡
大
等
に
つ
い
て
説

　

明
を
し
ま
し
た
。

圈

　

総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・

　
　

運
営
会
議
の
充
実

●
総

　

会

　

平
成
2
0
年
６
月
１
日
Ｕ
。
第
3
1
回
道
腎

協
定
期
総
会
が
滝
川
市
滝
川
ホ
テ
ル
三
浦

　

②

　

平
成
2
0
年
度
第
２
回
（
通
算
6
5
回
）

華
園
に
於
い
て
、
来
賓
と
し
て
釣
部
道
議

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

会
議
長
、
田
村
滝
川
市
長
な
ど
８
名
、
全

　
　

平
成
2
0
年
1
0
月
‐
日
山
・
1
2
日
０
、
旭

道
各
地
よ
り
会
員
・
家
族
１
３
０
名
の
参

　

川
巾
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川
に
於
い

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

て
役
員
等
4
5
名
が
参
加
し
道
腎
協
前
期
活

　

午
後
か
ら
は
、
砂
川
市
立
病
院
泌
尿
器

　

動
報
告
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

科
高
塚
慶
次
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
①

　
　

な
お
、
本
会
議
に
於
い
て
、
道
腎
協
組

医
療
崩
壊
‥
現
状
と
打
開
②
腎
不
全
と

　

織
改
革
の
一
環
と
し
て
2
4
地
城
腎
友
会
の

尿
路
感
染
③
腎
機
能
低
下
時
カ
ル
シ
ウ

　

４
グ
ル
ー
プ
化
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ム
（
６
）
・
リ
ン
（
Ｐ
）
代
謝
異
常
症
へ

　

各
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
準
備
会
議
を
開

の
二
、
三
の
助
言
」
を
演
題
に
医
療
講
演

　

く
な
ど
次
年
度
か
ら
の
本
格
始
動
に
向
け

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
催
地
決
定
後
の
平
成
凶
年
1
0
月
に
地

　

●
運
営
会
議

元
滝
川
腎
友
会
が
解
散
し
。
一
時
は
滝
川

　

①

　

平
成
如
　
　
年
度
第
１
回
運
営
会
議

市
で
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
旧

　
　

平
成
2
0
年
６
月
2
8
日
出
、
札
幌
市
の
Ｋ

滝
川
腎
友
会
役
貫
川
口
氏
・
相
川
氏
ほ
か

　

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
８
名
の
出
席

の
個
人
会
貝
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
で
開
催
し
、
平
成
2
0
年
度
活
動
方
針
の
具

前
日
の
交
流
会
、
総
会
、
医
療
講
演
会
を

　

体
化
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

盛
会
の
う
ち
終
了
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

②

　

平
成
2
0
年
度
第
２
回
運
営
会
議

●
咄
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　
　

平
成
2
0
年
９
月
2
0
日
山
・
2
1
日
ｑ
札

①

　

平
成
2
0
年
度
第
１
回
（
通
算
6
4
回
）

　

幌
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
1
0

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。
北
海
道
透

　

平
成
2
0
年
４
月
1
9
日
山
・
2
0
日
日
、
札

　

析
患
者
実
態
調
査
、
道
と
の
意
見
交
換
会
、

幌
巾
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
役
員

　

刎
地
域
腎
友
会
の
４
グ
ル
ー
プ
化
な
ど
重

等
2
8
名
が
参
加
し
、
第
3
1
回
道
腎
協
定
期

　

要
議
題
が
重
な
っ
た
た
め
、
２
日
間
に
わ

総
会
議
案
丿
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

　

た
る
長
時
間
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
、
本
会
議
で
平
成
2
1
年
度
・
2
2
年
度
の

　

両
日
と
も
全
腎
協
油
井
会
艮
。
金
子
副

　

役
員
選
考
委
員
会
委
員
を
選
定
し
ま
し

会
長
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

た
。

６－



③

　

平
成
2
0
年
度
臨
時
運
営
会
議

　

平
成
2
0
年
1
2
月
1
6
日
日
、
札
幌
市
の
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
Ｈ
名
（
代
理

２
名
）
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
会

議
は
、
当
日
午
後
１
時
3
0
分
か
ら
の
「
道

と
の
意
見
交
換
会
」
に
各
委
ほ
が
来
札
さ

れ
る
機
会
に
、
午
前
1
1
時
か
ら
平
成
ｒ
>
i
年

度
・
川
一
年
度
役
員
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

役
員
選
考
委
員
会
案
を
一
部
修
正
し
承
認

し
ま
し
た
。

④

　

平
成
2
0
年
度
第
３
回
運
営
会
議

　

平
成
2
1
年
３
月
７
日
山
・
８
日
冊
、
札

幌
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
1
0

名
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
3
2
回
道

腎
協
定
期
総
会
議
案
書
、
道
腎
協
組
織
検

討
委
員
会
報
告
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。
本
迎
営
会
議
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、

次
回
の
迦
営
会
議
か
ら
は
、
議
長
は
副
会

長
が
交
代
で
務
め
、
ま
た
、
議
事
録
に
つ

い
て
は
運
営
委
員
が
交
代
で
作
成
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

●
組
織
検
討
委
員
会

　

平
成
2
0
年
度
第
１
回
組
織
検
討
委
員
会

　
　

平
成
2
0
年
６
月
９
一
日
日
、
札
幌
市
の

　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
６
名
が

　

出
席
。

　

平
成
2
0
年
度
第
２
回
組
織
検
討
委
員
会

　
　

平
成
2
0
年
‐
月
８
日
出
・
９
日
口
。

　

札
幌
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い

て
８
名
が
出
席
。

平
成
2
0
年
度
第
３
回
組
織
検
討
委
員
会

　

平
成
2
1
年
２
月
2
1
‐
山
・
９
９
一
日
日
、

札
幌
巾
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い

て
８
名
が
出
席
。

　

甲
成
1
8
年
６
月
2
5
日
か
ら
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
第
２
次
組
織
検
討
委
員
会

は
、
平
成
2
0
年
度
第
１
回
会
議
に
於
い
て

「
２
　
１
地
域
腎
友
会
の
４
グ
ル
ー
プ
化
」
へ

の
提
言
、
第
２
回
会
議
及
び
第
３
回
会

議
に
於
い
て
は
「
２
１
地
域
腎
友
会
の
４
グ

ル
ー
プ
化
」
後
の
活
動
活
性
化
へ
の
良
付

け
と
な
る
資
金
捻
出
の
た
め
、
道
腎
協
会

計
の
支
出
科
目
の
精
査
を
行
い
道
腎
協
発

足
以
来
。
初
の
組
織
改
革
を
提
言
し
ま
し

た
。

　

他
に
も
地
域
腎
友
会
組
織
助
成
金
の
増

額
な
ど
、
道
腎
協
活
性
化
策
を
提
言
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
第
２
次
組
織
検
討
委
員
会
は
、

平
成
2
0
年
度
第
３
囲
組
織
検
討
委
員
会
提

一
ａ
を
も
ち
ま
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

倒

　

役
員
研
修
会
を
開
催

　

平
成
2
0
年
同
月
1
2
日
日
、
旭
川
市
の
ロ

ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川
に
於
い
て
、
講
師

に
咄
全
腎
協
常
務
理
事
栗
原
紘
隆
氏
を

迎
え
て
、
役
員
等
4
5
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
全
腎
協
の
歴
史
と
展
望
」
を
演
題
に
、

全
腎
協
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
、

患
嗇
団
体
の
結
成
と
歴
史
、
全
腎
協
の
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
あ
り
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

圃

　

腎
臓
移
植
基
金
募
金
活
動

　

腎
移
植
啓
発
活
動
推
進
に
少
し
で
も
役

立
つ
よ
う
、
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

募
金
額
３
１
、
４
０
３
円
全
額
を
、
平

成
2
1
年
３
月
３
１
日
湘
、
俤
北
海
道
腎
臓
バ

ン
ク
に
寄
付
し
ま
し
た
。

５

機
関
誌
。
ど
う
じ
ん
’
の
年

５
回
（
議
案
書
含
む
）
の
発

行
と
、
役
員
に
咄
全
腎
協
発

行
「
医
療
通
信
」
の
配
布

　

自
立
支
援
医
療
の
特
例
の
延
長
な
ど
透

析
患
者
の
医
療
福
祉
で
、
早
急
に
お
知
ら

せ
す
べ
き
事
項

　

が
掲
戟
さ
れ
た
咄
全
腎

協
発
行
「
医
療
通
信
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

直
ち
に
各
地
域
腎
友
会
へ
配
布
い
た
し
ま

し
た
。

ｌ
が-･　Ξ　　　一川　－，、　．．　_-’　ｌ

　　＾　’Ｓ･ダ｀５２⊇ダ　U哨
ｌ　　　　　　　　　　　　　　　－　，－　　　　　ｌ

控室と加湿器を用意しておりますので、
ご参加をお待ちしております。

７－



(収入の部)

平成20年度一般会計決算報告
自
至

平成20年４月１
平成21年３月31

日
日

科　　　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　　　　考

会　　　　　　　費

会　費　未　納　分

配　分　交　付　金

事　業　収　入

寄　　　附　　　金

物　品　販　売　益

広　　　告　　　料

雑　　　収　　　入

17,610.000

　　133. 650

　　326. 000

　　100. 000

　　　20. 000

　　　20. 000

　　380. 000

　　　50. 000

15.903.050

　　536. 900

　　326. 000

　　70 1.600

　　186. 000

　　　19.500

　　430,000

　　　60.059

　90.2

123.8

100.0

176.2

2'13.0

　97.5

113.2

120.1

前年度分

遣の助成金

どうじん広告料

運営安定会計繰入金 1.500.000 1.500.000 100.0

小　　　　　　　計 20.769.650 19,968.109 96.1

前　期　繰　越　金 218.015 218.015 100.0

合　　　　　計 21.017.695 20,216. 154

(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　　　　考

会　　　議　　　費 I. 100.000 1.002.927 91.2

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

500.000

200.000

150.000

250.000

601.317

118.060

111.660

171.860

120.3

59.0

71 4

68.7

旅費．会場費６、９、３月開催

10月

大会・交流会費

全道集会（七飯町）、他

負　　　担　　　金 7.698.000 7.171.950 93.2

加盟分担金

全国会負担金

　138.000

7.560.000

　138.000

7.03H.J)50

100.0

　93. 1

難病連

全腎協

事　　　業　　　費 5,ヽ180,000 1.751.738 86.7

総　　会　　費

機　関　紙　費

活　　勤　　費

青年部活動費

1.700.000

2.000,000

1.600,000

　　180.000

1.168.733

I.752.6･13

1.317.･119

　212.913

　86.4

　87.6

　82.3

118.3

滝川（議案書含む）

４回発行、どうじん・ぜんじんきよう他発送

事務局運営費 ･I.378.000 ･1.033.927 92』

通　　信　　費

事務用品費

新聞図ー費

交　　通　　費

家　　　　　賃

電　　話　　料

雑　　　　　費

水道光熱費

備　　品　　費

慶　　弔　　費

事務局手当

法定福利費

　　50. 000

　　10. 000

　　60. 000

　120.000

1,008.000

　130.000

　220. 000

　190.000

　270. 000

　　50. 000

2,200,000

　　40.000

　　5･1 135

　　36.853

　　15. 927

　　191, ()80

1.008.000

　115.252

　175.820

　1()4.68()

　222.･110

　100.800

1.917.113

　　　　591

tO8.9

　92. I

　7fi.5

159.7

100.0

　88.7

　79.9

　86.7

　82.4

201.6

　87.2

　　1.5

切手他

ｌヶ月81.000円

パソコン通信他

振替他

水道、電気，ガス料金

コピーリース他

事務局長・アルバイト

労災保険

予　　　備　　　費 161.695 ０ 0.0

運営安定会計繰出金 1.900､000 3.000.000 157.9

次　期　繰　越　金 - 252.612

合　　　　　計 21.017.695 20.216,154 !)6.2

－８－



(収入の部)

平成20年度特別会計決算報告
自
至

平成20年４月1 H

平成21年３月31日

　　　

一一一
科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

北海道ブロック育成費 8-17.000 817.000 全腎協より

国会請願募金 350.000 399.619

キャンペーン売上金 200,000 161.900 キャンペーン宣材

募　　　金　　　箱 30.000 31,403 腎臓移植基金
雑　　　収　　　入 2,000 1. 198
運営安定会計繰入金 1.200.000 1.200.000
前　期　繰　越　金 51.592 51.592

合　　　　　計 2,680,592 2.693.012

(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考
ブロック会議 1.300.000 1.253. 139 4、10月開催
用　品　購　入　代 200.000 197.368 キャンペーン宜材
地域患者会組織助成金 1.000.000 '134.320 ６腎友会助成、グループ会議
移植推進活動費 30,000 13.280
雑　　　　　　　費 40.000 37.882 発送費
通　　　信　　　費 5,000 4.591
腎臓移植基金 30.000 31.103 道腎バンクへ寄附

予　　　備　　　費 75.592 ０

運営安定会計繰出金 ０ 700.000

次　期　繰　越　金 - 20.72t)
合　　　　　計 2.680.592 2.693.012

(収入の部)

-

平成20年度30周年記念積立金決算報告
自

　

平成20年４月１日
至

　

平成21年３月31日
科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

雑　　　収　　　入 ０ 35.000
受　取　利　息 2.000 3,096

前　期　繰　越　金 1.212.219 1.212.219

合　　　　　計 l.2↓1.219 1.280.315
(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考
雑　　　　　　　費 ０ 555
通　　　信　　　費 100.000 109.866
予　　　備　　　費 1,1↓1.219 ０

繰　　　出　　　金 ０ I. 169.891 安定会計へ

合　　　　　計 I,2･M. 219 1.280.315

(収入の部)

一一

平成20年度備品積立金決算報告

-

　　　　

－
自
至

平成20年４月１日
平成21年３月31日

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考
今　期　禎　立　金 50.000 50,000
受　取　利　息 200 ０

前　期　繰　越　金 355.011 355.011
合　　　　　計 105.2･11 105.011

９



(収入の部)

平成20年度運営安定会計決算報告
自
至

嘔成20年４月１日
平成21年３月31日

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 f).000 3.619

繰　　　入　　　金 1.900.000 1.869.89-1 一般300万、特70万、30周年1.169.89･1円

前　期　繰　越　金 6.718.118 6.718. 118

合　　　　　計 8.623.118 11. 591. 631

(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

繰　　　出　　　金 3.250. 000 I 250. 000 一般150万､特別120万､35周年150万､備品費５万

予　　　備　　　費 5､373,118 ０

次　期　繰　越　金 - 7.311.631

合　　　　　計 8.623. 118 11.591.631

平成20年度災害義援金決算報告

(収入の部)

自
至

平成20年４月１日

平成21年３月31日
－

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 6.000 ･1.989

前　期　繰　越　＆ 3. 698. 790 ;i.698. 790

台　　　　　計 ;i.70･4.790 ;i.703. 779

平成20年度35周年記念積立金決算報告

(収入の部)

　　　

-

自

　

平成20年
至

　

平成21年
４月１日
３月31日

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

今　期　積　立　金 1.500.000 1.500.000 安定会計より

合　　　　　計 1.500.000 1.500.000

(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

通　　　信　　　費 60. 107

資　　　料　　　費 12(1.95;{

雑　　　　　　　費 4.目0

次　期　繰　越　金 1.311.500

合　　　　　計 1.500.000

,ゐ、

3X 計監査報
1ヒ
ロ

　

平成20年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通帳等を厳正に

精査した結果、決算書の通り相違なく、いずれも正確、妥当である事を

報告いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成21年４月２日

10 －

会計監査役

会計監査役

野

　

原

　

寿

　

二

　

雖

福

　

原

　

真理子

　

⑩



平
成
2
1
年
度
活
動
方
針
（
案
）
宍

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ア
メ
リ

カ
経
済
金
融
危
機
に
よ
り
世
ａ
ｔ
的
経
済
不

況
へ
と
・
…
日
本
国
内
も
同
様
に
大
手
を

始
め
輸
出
企
業
等
の
不
況
に
よ
り
雇
用
問

題
へ
と
移
行
、
非
ぶ
規
労
働
青
を
含
む
労

働
者
の
解
雇
へ
と
発
展
。
国
内
外
共
に
仕

事
と
住
居
を
求
め
る
人
が
大
勢
い
る
状
態

が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
衆
議
院
選
挙
の
年

で
す
。
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
も
、
リ
党
・

野
党
共
に
改
ぶ
の
必
要
が
あ
る
と
そ
れ
ぞ

れ
声
が
あ
り
。
ま
た
、
今
年
は
介
謳
保
険

の
見
直
し
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
国
の
医
療
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
制
度
は
後
退
の
。
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
海
道
の
公
立
病
院
も
赤
字

や
医
師
・
看
護
師
ス
タ
ッ
フ
不
足
等
に
よ

り
、
道
は
「
自
治
体
病
院
広
域
化
・
連
携

構
想
」
の
推
進
を
表
明
し
、
す
で
に
透
析

施
設
を
含
む
病
院
で
休
止
、
閉
鎖
し
た
病

院
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
道
腎
協

の
会
貝
数
も
４
.
0
0
0
名
を
割
り
、
こ

れ
か
ら
更
に
会
員
拡
大
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
の
中
、
各
地
域
腎
友
会
の

活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
、
道
内
2
1
地
域

腎
友
会
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
独
自
に

活
動
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
道
腎
協
は
各
地
域
腎
友
会
が
あ
っ
て

の
道
腎
協
で
す
。
会
員
皆
で
団
結
し
て
こ

の
難
関
を
突
破
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

　

圓
全
腎
協
と
連
携

１
・

　

’

　

―

　

’
－
－

1
1
1
1

　

欄

し
て
の
活
動

川

　

第
3
9
次
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動

　

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

患
者
団
体
と
し
て
単
独
で
3
8
年
間
、

　

国
会
に
請
願
を
し
て
き
た
活
動
で
す
。

　

全
国
の
透
析
患
者
は
毎
年
１
万
人
以
Ｌ

　

増
加
し
、
平
成
1
9
年
末
で
は
2
7
万
５
ｆ

　

人
を
超
え
て
お
り
、
特
に
導
人
患
者
の

　

1
3
・
４
％
は
糖
尿
病
性
腎
な
の
患
者
で

　

あ
り
平
均
導
入
年
齢
6
5
・
８
歳
と
高
齢

　

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
腎

て
共
に
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
の
改
定
等
、

国
の
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
見
直
し
に

対
し
て
全
国
の
仲
間
と
協
力
し
て
活
動

を
し
ま
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
携
帯
者

拡
大
の
た
め
、
全
道
一
斉
臓
器
提
供
者

拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
は
全
道
‘
斉
臓
器
提
供
者
拡
大

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
９
月
2
7
日
に
設

定
し
ま
す
が
、
各
地
域
腎
友
会
は
各
市

町
村
で
実
施
す
る
健
康
ま
つ
り
等
の
場

を
利
用
し
実
施
す
る
の
も
良
い
方
法
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
移
植
者
、
移
植
希

望
者
へ
の
積
倆
的
な
参
加
を
促
し
広
く

道
民
に
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

臓
病
患
者
の
実
態
を
踏
ま
え
、
腎
疾
患

　

｀
ノ
｀

分
野
に
お
け
る
「
腎
疾
患
総
合
対
策
等
」

の
早
期
確
立
を
国
に
要
望
す
る
迷
動
で

２

す
。
今
年
度
も
目
標
５
万
筆
と
し
て
、

道
腎
協
の
総
力
を
結
集
し
進
め
ま
す
。

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
問
題
に
対
し

道
内
活
動
の

取
り
組
み

山

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

（
マ
ル
障
）
負
担
増
反
対
を
継
続
し
て

　

取
り
組
み
ま
す
。

　
　

咀
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

負
担
増
反
対
を
継
続
し
て
取
り
組
む
と

同
時
に
、
後
期
高
齢
青
医
療
制
度
制
定

に
よ
り
、
同
制
度
非
加
入
者
に
対
す
る

マ
ル
障
の
負
担
増
適
用
除
外
に
反
対
し

適
用
を
認
め
る
よ
う
引
き
統
き
運
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

本
道
に
お
け
る
透
析
施
設
の
縮
小
を

阻
止
す
る
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

道
は
北
海
道
医
療
対
策
協
議
会
自
治

体
等
広
域
化
検
討
分
科
会
に
於
い
て

「
自
治
体
病
院
等
広
域
化
・
連
携
檎
想
」

を
決
定
し
推
進
を
表
明
、
自
治
体
病
院

の
赤
字
や
医
師
・
看
護
師
等
の
不
足
に

よ
り
自
治
体
病
院
を
再
編
成
す
る
計
画

で
す
。
こ
の
計
画
に
よ
り
、
す
で
に
廃

止
に
な
っ
た
透
析
施
設
も
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
。
全
道
の
仲
間
と
一
緒
に
な
っ
て

透
析
環
境
が
悪
化
し
な
い
よ
う
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

凶

　

本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策
等

　

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
　

透
析
患
者
の
様
々
な
要
求
及
び
透
析

　

予
備
軍
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
よ

　

う
、
旭
川
市
で
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

　

今
後
も
道
と
の
意
日
｀
交
換
会
を
開
催
し

　

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

１
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道
腎
協
青
年
部
の
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

今
年
度
も
研
修
会
・
交
流
会
を
通
じ

て
、
全
道
の
青
年
部
員
の
発
掘
や
道
腎

協
諸
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
す
す

め
ま
す
。

圈

　

道
雛
病
連
と
の
連
携
を
強
め
、
日
本

　

難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）

　

の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
な
ど
に

　

も
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

私
た
ち
透
析
患
者
団
体
も
Ｊ
Ｐ
Ａ
の

　

’
組
織
と
し
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法

　

や
介
護
保
険
の
改
正
等
に
一
緒
に
取
り

　

組
み
、
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
に

　

も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

組
織
・
財
政
・
広
報

活
動
に
つ
い
て

川

　

道
腎
協
組
織
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
2
4

　

地
域
腎
友
会
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
活

　

動
を
強
化
し
ま
す
。

　
　

道
腎
協
の
組
織
率
は
、
3
0
％
を
切
り

　

低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
会
員
拡
大
の

　

中
枢
と
な
る
地
域
腎
友
会
組
織
を
活
発

　

化
さ
せ
る
た
め
、
割
地
域
腎
友
会
を
４

　

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
近
隣
地
域
腎
友
会

　

が
合
同
で
行
う
交
流
・
医
療
講
演
等
を

　

通
じ
て
、
役
貝
の
発
掘
、
会
員
組
織
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
道
腎
協
か
ら

も
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
運
営
会
議

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
総

　

会

　
　

限
ら
れ
た
時
間
で
の
会
議
で
あ
り

　

ま
す
か
ら
、
事
前
に
文
書
に
よ
る
意

　

見
を
広
く
募
集
し
、
効
率
的
な
運
営

　

に
努
め
ま
す
。

●
咄
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　

地
域
腎
友
会
か
ら
の
オ
ブ
ザ
ー

　

バ
ー
参
加
者
の
助
成
を
維
持
し
。
後

　

継
役
員
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
運
営
委
員
会

　
　

４
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
出
さ
れ
た
、

　

副
会
長
各
１
名
、
迎
営
委
員
各
２
名

　

で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
で
、
各
グ

　

ル
ー
プ
の
活
動
・
要
望
な
ど
を
直
ち

　

に
反
映
で
き
る
会
議
運
営
に
努
め
ま

　

す
。

圀

　

役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

後
に
実
施
し
ま
す
。
青
年
部
役
員
、
地

　

域
腎
友
会
後
継
役
貝
育
成
の
為
に
も
、

　

地
域
腎
友
会
組
織
に
役
貝
以
外
で
１
名

　

の
参
加
助
成
を
致
し
ま
す
。

　
　

積
極
的
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

腎
臓
移
植
基
金
の
為
、
募
金
活
動
を

進
め
ま
す
。

　

腎
移
植
啓
発
活
動
増
進
に
少
し
で
も

役
立
つ
よ
う
に
、
今
年
度
も
全
額
を
助

北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
に
寄
付
し
ま
す
。

２
月
、
８
月
を
回
収
月
に
し
ま
す
。

同
機
関
眩
。
ど
う
じ
ん
’
の
年
５
回
（
議

　

案
書
含
む
）
の
発
行
と
、
役
員
に
（
社
）

　

全
腎
協
発
行
「
医
療
通
信
」
の
配
布
に

　

努
め
ま
す
。

　
　

医
療
講
演
会
、
医
療
保
険
制
度
、
公

　

費
医
療
制
度
。
最
新
の
社
会
保
障
制
度

C１’

変
更
な
ど
を
主
に
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。
特
に
医
療
講
演
会
は
講
演
内
容
を

す
べ
て
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
腎
協
・
４
グ
ル
ー
プ
・
地

域
腎
友
会
の
活
動
状
況
が
す
べ
て
の
会

貝
に
伝
わ
る
よ
う
、
内
容
が
充
実
し
た

紙
面
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
医
療
法
等
、
患
者
に
対
す
る
医
療
・

福
祉
の
情
報
を
早
く
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
に
、
緊
急
な
も
の
は
、
機
関
誌
。
ど

う
じ
ん
’
臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
。
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(収入の部)

平成21年度一般会計予算(案)
自
至

平成21年４月１
平成22年３月31

日
日

科　　　　　目 決算額 予算額 構成比 備　　　　　　　考

会　　　　　　　費

会　費　未　納　分

配　分　交　付　金

事　業　収　入

寄　　　附　　　金

物　品　販　売　益

広　　　告　　　料

雑　　　収　　　入

15.905.050

　　536. 900

　　326. 000

　　70 I.600

　　486,000

　　　19.500

　　430. 000

　　60. 059

16.800.000

　　84. 000

　　326. 000

　　500. 000

　　20. 000

　　20. 000

　　380. 000

　　50. 000

85.5

　0.1

　1.7

　2.5

　0.1

　0.1

　1.9

　0.2

4.000名×＠4,200

難病連を通じて道からの助成金

チラシ折込料、紹介料他

物品、本の販売

どうじん広告料

受取利息他

運営安定会計繰入金 1.500.000 1.500.000 7.6

小　　　　　　　計 19.968.109 19.680.000 100.0

前　期　繰　越　金 218.0･15 252.612

合　　　　　計 20.216』5･1 19.932.612

(支出の部)

科　　　　　目 決算額 予算額 構成比 備　　　　　　　考

会　　　議　　　費 1.002.927 1.050.000 5.3

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

601.3･17

118.060

111.660

171.860

600.000

200.000

150.000

100.000

3.0

1.0

0.8

0.5

旅費、会場費、６、９、３月開催

10月地域腎友会役員以外１名

大会（愛知県１名）、他

全道集会（札幌市）、他

負　　　担　　　金 7.174.950 7,338,000 36.8

加盟分担金

全国会負担金

　138.000

7.036.950

　　138,000

7.200.000

　0.7

36.I

難病連へ

-I.000名XI. 800円（全腎協）
事　　　業　　　費 1.751.738 1710.000 23.6

総　　会　　費

機　関　紙　費

活　　動　　費

冑年部活動費

1.168.733

i.752.643

1.317.119

　212,9･13

1,300.000

1.700.000

1.500.000

　210.000

6.5

8.5

7.5

1.】

　（議案書含む）札幌市開催

４回発行、医療通信、発送費含む

会長、役員活動他

交流会・勉強会
事務局運営費 1.033.927 1.298.000 21.6

通　　信　　費

事務用品費

新聞図ー費

交　　通　　費

家　　　　　賃

電　　話　　料

雑　　　　　費

水道光熱費

備　　品　　費

慶　　弔　　費

躯務局手当

法定福利費

　　5･4. 135

　　3fi. 853

　　15, 927

　　191,680

1.008.000

　　115.252

　　175.820

　　16･1.686

　　222. 440

　　100.800

1,9】7.413

　　　　591

　　50. 000

　　10. 000

　　60. 000

　　220. 000

1.008.000

　　130. 000

　　200. 000

　　160.000

　　270. 000

　　50. 000

2. 100.000

　　10､000

0.3

0.2

0.3

1.1

5.0

0.6

1.0

0.8

レ1

0.3

10.5

　0.1

切手代他

新聞代、他

8,1,000×12ヶ月

電話料、パソコン通信

振り込み料他

水道、電気、ガス料金

コピーリース他

事務局長、アルバイト

雇用保険（１名）
予　　　備　　　費 ０ 536.612 2.7

運営安定会計繰出金 3.000.000 2.000.000 10.0

次　期　繰　越　金 252.612 -

合　　　　　計 20.216. 154 19.932.612 100.0
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(収入の部)

平成21年度特別会計予算(案)
自
至

平成21年４月１日
平成22年３月３旧

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

北海道ブロック育成費 817.000 817.000 全腎協より

国会請願募金 399.619 350.000 20％

キャンペーン売上金 lei.floo 20.000 キャンペーン宜材

腎疾患啓発事業費 - 1,000.000

募　　　金　　　箱 31.iO3 20.000

雑　　　収　　　入 I,198 1.000 受取利息他

運営安定会計繰入金 1.200.000 1.800.000

前　期　繰　越　金 51.592 20.726

合　　　　　計 2.693,012 4,058.726

(支出の部)

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

ブロック会議 1.253.139 1.300.000 4・10月開催（10月とかち開催）

用　品　購　入　代 197.368 400.000 キャンペーン宣材仕入れ

地域患者会組織活動費 43･1.320 1.200.000

CKD　活　動　費 - 1.000.000

移植推進活動費 13.280 20,000

雑　　　　　　　費 37.882 40.000 宜材発送費他

通　　　信　　　費 1.59i 5.000

臓器移植基金 31,･103 20.000 腎臓バンクへ寄付

予　　　備　　　費 ０ 73.726

運営安定会計繰出金 700.000 ０

次　期　繰　越　金 20.726 -

合　　　　　計 2.693.012 4.058.726

平成21年度35周年記念積立金予算(案)

(収入の部)

自

　

平成21年４月１日
至

　

平成22年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

今　期　積　立　金 I,500,000 ０

受　取　利　息 ０ 1.000

前　期　繰　越　金 ０ 1.311.500

合　　　　　計 1,500.000 1.315.500

(支出の部)

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

通　　　信　　　費 60.407 100.000

資　　　料　　　費 120.953 50.000

雑　　　　　　　費 4.110 10.000

製　　　本　　　費 ０ 650,000

予　　　備　　　費 ０ 505.500

次　期　繰　越　金 1.314.500 ０

合　　　　　計 1,500.000 1.315.500
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(収入の部)

平成21年度備品積立金予算(案)
自
至

平成21年４月１日
平成22年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

今　期　積　立　金 50.000 50.000

前　期　繰　越　金 355.0｣11 405.041

合　　　　　計 105.0･11 455.011

(収入の部)

平成21年度運営安定会計予算(案)
自
至

平成21年４月１日
平成22年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 倫　　　　　　　考

受　取　利　息 :i.(jitt 1,000

繰　　　人　　　金 ･1.869. 891 2. 000. 000 一般会計

前　期　繰　越　金 6,718. 118 7.311.631

合　　　　　計 Il,n9l.fi:il 9.:M5. 631

(支出の部)

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

繰　　　出　　　会 ･I.250. 000 ;i,;i50.000 -般】50万、特別180万、備品５万

予　　　備　　　費 ０ ０

次　期　繰　越　金 7.;in.(i:ii 5.995.631

合　　　　　計 ii.5ni.fi;n 9.315.631

(収入の部)

平成21年度災害義援金予算(案)
2 １

９ ９
一

成
成

平
平

自
至 年

年
４月１日
３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 ･I.989 5. 000

前　期　繰　越　金 3. 698. 790 3. 70:i.779

ｕ　　　　　計 3. 70:i.779 3. 708. 779

- 15



’
‘
ｌ
ｒ
へ
」
ｃ
ｒ
‘
」
し
Ｌ
ｒ
Ｌ
Ｌ
こ
ｆ
ゝ
‐
い
、
‐
い
Ｉ
ｄ
卜
‘
―
μ
に
・
ｒ
り
Ｌ
し
ト
い
ト
ー
い
Ｉ
ト
‐
Ｅ
’
―
μ
‘
り
’
‘
ｉ
’
一
ｓ
ぐ
回
〕
｝
ｘ
ｓ
ｋ
’
ト
’
ｋ
、
｀
’
Ｍ
Ｉ
、
｀
－
’
｀
ぺ
・
Ｍ
ｓ
い
゛

一

一

一

一

一

一

平成21年度スローガン(案)

後期高齢者医療制度加入の有無に関わらず重度心身

障害者医療費助成制度の適用を1

本道における腎疾患総合対策の充実を!

全道どこでも自己の生活圏で透析を受けられる地域

医療の充実を!

腎臓移植推進の道民啓発活動の拡大を1

強固な組織、会員5,000名の道腎協を!

国会請願署名、50, 000筆を目標に取り組みを1

総

　

会

　

宣

　

言（案）

　

北海道腎臓病患者連絡協議会は昭和52年10月１日に、札幌市の「サッポロハイ

ツ」において、全道７地域ト16名の患者会として結成されました。

　

32年が過ぎようとしている現在、私たちを取り巻く環境は大きく悪化しつつあ

ります。

　

道内の地域医療は、医師等医療スタッフ不足と自治体財政の悪化により。道立

病院を含む自治体病院の病床削減・経営形態の見直しが進められており。患者会

活動の原点である『いつでも。どこでも、だれでも』透析医療を受けられる体制

が崩れようとしております。

　

道腎協は、この大変な時代に対応しうる組織強化のため、24地域腎友会を４グ

ループにし、地域腎友会の連帯と会員の増強をすすめます。

　

ここに第32回定期総会を機に。患者会組織の原点を顧みて、透析医療と社会福

祉の保持に向かって活動していくことを宣言します。

　

平成21年５月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第32回定期総会札幌大会

- 16 －
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第
１
｛
‥
ｆ

　

総

　
　

則

　

（
名
称
及
び
所
在
地
）

第
１
条

　

こ
の
会
の
名
称
は
ブ

　
　

海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協

　
　

会
と
称
す
る
。
道
腎
協
と
‘

　
　

称
し
、
本
文
に
お
い
て
以

　
　
　

「
本
会
」
と
記
す
。

下略議北

　

２

　

本
会
の
所
在
地
（
事
務
局
）

　
　

は
次
の
と
お
り
。

　
　

札
幌
市
北
区
北
1
7
条
西
２
１
　

　
　

日
２
－
3
8
－
１
０
１

　

（
組

　

織
）

第
２
条

　

本
会
は
、
腎
臓
病
患
者

　
　

と
そ
の
家
族
を
主
た
る
会
員

　
　

と
す
る
「
患
者
会
組
織
」
（
原

　
　

則
と
し
て
地
域
の
複
数
以
上

　
　

の
患
者
団
体
）
で
構
成
さ
れ

　
　

る
連
絡
協
議
会
と
す
る
。
ま

　
　

た
、
本
会
の
事
業
を
賛
助
す

　
　

る
た
め
に
加
入
し
た
特
別
会

　
　

員
（
個
人
又
は
団
体
）
を
も
っ

　
　

て
構
成
す
る
。

　

２

　

本
会
は
社
団
法
人
全
国
腎

　
　

臓
病
協
議
会
（
略
称
一
全
腎

　
　

協
）
及
び
財
団
法
人
北
海
道

　
　

難
病
連
（
略
称
一
道
難
病
連
）

　
　

に
加
盟
す
る
。

　

３

　

本
会
へ
の
加
入
は
、
「
患
者

　
　

会
組
織
」
加
入
を
原
則
と

　
　

し
、
運
営
会
議
の
議
を
経
て

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
承
認
を
得

　
　

て
、
総
会
で
加
入
の
可
否
を

　
　

決
定
す
る
。

第
２
章

　

‐
的
及
び
事
業

　

（
目

　

的
）

第
３
条

　

本
会
の
目
的
は
次
の
通

　
　

り
と
す
る
。

　

川

　

腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医

　
　

療
と
権
利
を
守
り
、
真
の
社

　
　

会
保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ

　
　

す

　

匂

　

腎
臓
病
の
治
療
と
予
防
の

　
　

た
め
の
医
療
体
制
お
よ
び
研

　
　

究
体
制
の
充
実
と
向
上
を
め

　
　

ざ
す

　

倒

　

腎
臓
病
患
者
相
互
の
経
験

　
　

交
流
と
親
睦
を
図
る

　

（
事

　

業
）

第
４
条

　

本
会
は
前
条
の
目
的
を

　
　

達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を

　
　

行
う
。

　

川

　

腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医

　
　

療
と
生
活
を
守
り
、
向
上
さ

　
　

せ
る
た
め
の
法
的
、
行
政
的
、

　
　

医
学
的
要
謂
を
関
係
諸
機
関

　
　

に
働
き
か
け
る

　

倒

　

必
要
な
資
料
・
情
報
の
収

　
　

集
と
伝
達

３

広
報
に
関
す
る
事
業

㈲

　

加
入
「
患
者
会
組
織
」
間

　
　

の
交
流

　

㈲

　

加
入
『
患
者
会
組
織
』
の

　
　

強
化
と
未
加
入
患
者
会
の
組

　
　

織
化

　

圓

　

そ
の
他
の
患
者
・
障
害
者

　
　

組
織
な
ど
関
係
団
体
と
の
連

　
　

携

　

ｍ

　

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る

　
　

た
め
の
諸
多
業

第
３
Ｑ

　

会

　
　

議

　

（
種

　

別
）

第
５
条

　

本
会
の
会
議
は
次
の
通

　
　

り
と
す
る
。

　

田

　

総

　

会

　

閲

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

圓

　

運
営
会
議

　

（
総

　

会
）

第
６
条

　

総
会
は
本
会
の
最
高
議

　
　

決
機
関
で
あ
っ
て
年
一
回
、

　
　

前
年
度
会
計
期
間
終
了
後
、

　
　

す
み
や
か
に
会
長
が
召
集
開

　
　

催
す
る
。

　

２

　

総
会
は
全
体
会
議
と
し
、

　
　

文
書
に
よ
る
発
言
も
で
き
る
。

　

（
臨
時
総
会
）

第
７
条

　

加
入
「
患
者
会
組
織
」

　
　

の
３
分
の
Ｉ
以
上
の
要
求
が

　
　

あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
会
議
が
必
要
と
認
め
た
と

　
　

き
は
臨
時
総
会
を
開
か
な
け

　
　

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

第
８
条

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
会
長

　
　

が
召
集
し
、
運
営
会
議
の
構

　
　

成
員
及
び
幹
事
な
ら
び
に
会

　
　

計
監
査
役
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

　
　

年
度
に
２
回
以
上
開
催
す
る
。

　

２

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
付
議
事

　
　

項
の
ほ
か
に
、
各
「
患
者
会

　
　

組
織
」
か
ら
の
懸
案
事
項
等

　
　

に
つ
い
て
協
議
決
定
す
る
。

　

３

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
決
定
は

　
　

総
会
に
報
告
し
承
認
を
受
け

　
　

る
。

　

（
運
営
会
議
）

第
９
条

　

巡
営
会
議
は
会
長
ノ

　
　

会
長
U
k
務
局
長
、
事
務
一

　
　

と
し
、
や
む
な
く
議
決
の
必

　
　

要
が
生
じ
た
場
合
は
出
席
者

　
　

の
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ
て

　
　

議
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合

　
　

は
議
長
が
決
す
る
。

　

（
会
議
の
付
議
事
項
）

第
1
2
条

　

会
議
に
必
ず
付
議
し
な

　
　

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
次

　
　

の
通
り
と
す
る
。

　

田

　

規
約
の
改
廃
に
関
す
る
こ

　
　

と

２３

局副

　

(4)

　
　

次
長
、
会
計
と
運
営
委
員
に

　
　

よ
り
構
成
さ
れ
る
。

　

２

　

運
営
会
議
は
総
会
、
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
会
議
の
決
定
に
基
づ
き
本

　
　

会
の
運
営
に
責
任
を
も
つ
執

　
　

行
機
関
で
あ
り
、
必
要
に
応

　
　

じ
て
会
長
が
召
集
す
る
。

　

３

　

運
営
会
議
の
決
定
は
。
次

　
　

の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
、

　
　

承
認
を
受
け
る
。

　

（
会
議
の
議
長
）

第
1
0
条

　

本
会
の
会
議
の
議
長
は

　
　

そ
の
都
度
。
出
席
者
の
中
か

　
　

ら
選
出
す
る
。

　

（
会
議
の
運
営
）

第
Ｈ
条

　

本
会
の
会
議
運
営
は
相

　
　

互
の
意
見
を
尊
重
し
、
充
分

　
　

な
礒
論
の
も
と
合
議
を
原
則

　

事
業
計
画
及
び
経
過
報
告

　

予
算
・
収
支
決
算
、
会
計
監

査
報
告
（
運
営
会
議
は
除
く
）

　

役
員
の
選
出
に
関
す
る
こ

と

第
４
Ｑ

　

役

　
　

口

　

（
役

　

員
）

第
1
3
条

　

本
会
の
円
滑
な
運
営
を

　
　

図
る
た
め
、
次
の
役
員
を
置

く

　

○

出

会

2）３

，6J(5){4)
？

第＿

ト1役(8)
条員

長

１
名

前
条
に
お
け
る
幹
事
は
、
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各
「
患
者
会
組
織
」
か
ら
推
薦

　
　
　
　
　
　
　

φ
一
ｓ
Ｉ
●
一

　
　

を
受
け
、
そ
の
他
の
役
員
は

　
　

運
営
会
議
の
指
定
し
た
「
患

　
　

者
会
組
織
」
か
ら
推
薦
を
受

　
　

け
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
プ
ロ
ッ

　
　

ク
会
礒
の
議
を
経
て
、
総
会

　
　

に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

　

２

　

前
項
に
お
い
て
、
推
薦
さ

　
　
　
　
　

●
・
●
Ｉ
・
一

　
　

れ
る
そ
の
他
の
役
員
は
、
本

　
　

会
の
幹
事
な
ど
の
経
験
を
有

　
　

す
る
者
が
望
ま
し
い
。

　

３

　

迅
営
会
議
の
構
成
員
に

　
　

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
補
充

　
　

は
、
運
営
会
議
の
裁
量
に
委

　
　

ね
る
も
の
と
す
る
。

　

４

　

役
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、

　
　

再
任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
中

　
　

途
補
充
の
役
員
の
任
期
は
前

　
　

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

　

５

　

役
員
の
簾
任
は
出
来
な
い

　
　

も
の
と
す
る
。

　

６

　

役
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷

　
　

つ
け
、
ま
た
は
目
的
に
反
す

　
　

る
行
為
を
し
た
と
き
。
運
営

　
　

会
議
の
議
決
に
基
づ
き
退
会

　
　

さ
せ
る
事
が
で
き
る
。

　

７

　

本
会
に
相
談
役
。
顧
問
を

　
　

置
く
こ
と
が
出
来
る
。
相
談

　
　

役
、
顧
問
は
運
営
会
議
が
委

　
　

任
す
る
。

　

（
役
員
の
任
務
）

第
1
5
条

　

会
長
は
、
本
会
の
業
務
を

　
　

総
括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　

２

　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐

　
　

し
会
長
に
事
故
あ
る
場
合
は

　

そ
の
任
務
を
代
行
す
る
。

３

　

事
務
局
長
は
、
事
務
局
の

　

業
務
を
統
括
す
る
と
共
に
、

　

巡
営
会
議
の
議
決
に
基
づ
き
、

　

そ
の
執
行
に
あ
た
る
。

４

　

事
務
局
次
長
は
、
事
務
局

　

長
を
補
佐
し
、
各
種
事
業
の

　

円
滑
推
進
に
寄
与
す
る
。

５

　

会
計
は
本
会
の
収
支
状
況

　

の
経
理
を
行
い
。
総
会
に
お

　

い
て
会
計
報
告
を
し
。
承
認

　

を
受
け
る
。

６

　

運
営
委
員
は
巡
営
会
議
を

　

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案

　

及
び
、
総
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

議
の
議
決
し
た
業
務
の
執
行

　

に
あ
た
る
。

７

　

幹
事
は
運
営
会
議
の
構
成

　

員
及
び
会
計
監
査
役
と
と
も

　

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
構
成
し
。

　

地
元
組
織
と
の
連
携
を
保
つ
。

８

　

会
計
監
査
役
は
、
会
計
年

　

度
内
に
２
回
、
現
金
出
納
簿
、

　

関
係
書
類
を
監
査
し
、
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
及
び
、
総
会
に
お
い

　

て
結
果
を
報
告
す
る
。

９

　

相
談
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。

　

運
営
会
議
に
対
し
意
見
を
述

　

べ
る
事
が
で
き
、
顧
問
は
本

　

会
の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な

　

助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
５
ａ

（
事
務
局
）

■
_
ｋ

"
-
-

務
局

第
1
6
条

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く

　
　

こ
と
が
で
き
る
。

　

２

　

事
務
局
員
の
採
用
は
運
営

　
　

会
議
で
決
定
す
る
。

　

３

　

事
務
局
は
運
営
会
議
の
指

　
　

導
の
も
と
に
本
会
の
業
務
を

　
　

執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

第
1
7
条

　

事
務
局
長
、
事
務
局
員

　
　

に
は
事
務
局
手
当
を
支
給
す

　
　

る
。

　

２

　

事
務
局
手
当
の
支
給
額
は

　
　

運
営
会
議
で
決
定
す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

第
1
8
条

　

退
職
給
与
規
程
に
よ

　
　

り
、
事
務
局
貝
に
退
職
金
を

　
　

支
給
す
る
。
支
給
に
異
議
あ

　
　

る
と
き
は
、
運
営
会
議
で
決

　
　

定
す
る
。

第
６
章

　

会

（
財

　

政
）

Ｆi
i
r
＝

第
1
9
条

　

本
会
の
財
政
は
会
費
。

　
　

寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
に

　
　

よ
っ
て
賄
う
。

　

（
会

　

費
）

第
2
0
条

　

本
会
の
会
費
は
「
患
者

　
　

会
組
織
」
の
会
員
１
名
に
つ

　
　

き
、
年
額
４
、
２
０
０
円

　
　

（
内
訳
‥
道
腎
協
２
、
４
０
０

　
　

円
、
全
腎
協
１
、
８
０
０
円
）

　
　

と
し
中
途
入
会
者
は
月
割

　
　

（
月
額
３
５
０
円
）
計
算
と

　
　

す
る
。

　

２

　

会
費
納
入
は
原
則
と
し
て

　
　

新
年
度
の
早
い
時
期
に
す
み

　
　

や
か
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
。

　

３

　

一
旦
納
入
し
た
会
費
及
び

　
　

処
出
金
品
は
、
収
支
予
算
上
、

　
　

こ
れ
を
一
切
返
戻
し
な
い
。

　

（
会
計
年
度
）

第
2
1
条

　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎

　
　

年
４
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌

　
　

年
３
月
3
1
日
に
終
わ
る
。

　

（
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書
類
）

第
2
2
条

　

本
会
の
収
支
状
況
を
記

　
　

録
し
た
現
金
出
納
簿
。
及
び

　
　

関
係
書
類
は
総
会
に
お
い
て

　
　

会
計
監
査
報
告
を
受
け
、
５

　
　

年
間
保
存
し
た
の
ち
、
廃
棄

　
　

処
分
と
す
る
。

第
７
ぴ

　

附

　
　

則

　

（
規
約
の
改
正
・
廃
止
及
び
規
程
）

第
2
3
条

　

本
会
の
規
約
の
改
廃
は
、

　
　

運
営
会
議
で
立
案
検
討
を
経

　
　

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議

　
　

討
論
を
得
て
、
総
会
に
お
い

　
　

て
承
認
決
定
す
る
。

　

２

　

改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
。

　
　

承
認
決
定
し
た
総
会
年
度
の

　
　

始
期
（
４
月
１
日
）
に
遡
り

　
　

施
行
す
る
。

　

３

　

こ
の
規
約
に
基
づ
き
、
各

　
　

種
規
程
を
設
け
る
こ
と
が
で

　
　

き
る
。

　

４

　

各
種
規
程
は
別
に
定
め
る
。

　
　

規
程
の
作
成
、
改
廃
は
運
営

　
　

会
議
に
お
い
て
行
い
、
そ
の

　
　

内
容
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に

　

報
告
す
る
。

　
　

（
交
通
費
。
旅
費
、
表
彰
、

　

慶
弔
、
退
職
給
与
）
。

５

　

本
規
約
は
昭
和
5
3
年
６
月

　

1
8
日
、
第
１
回
総
会
に
お
い

　

て
制
定
し
、
施
行
す
る
。

６

　

昭
和
5
8
年
７
月
３
日
一
部

　

改
正
（
全
体
総
｀
Ｒ
全
腎
協

　

加
盟
他
）
。

７

　

昭
和
6
2
年
５
月
3
1
日
一
部

　

改
正
（
事
務
局
員
の
手
当
、

　

道
腎
協
の
会
費
１
０
０
円
か

　

ら
２
０
０
円
に
）
。

８

　

平
成
元
年
５
月
2
8
日
一
部

　

改
正
（
相
談
役
、
顧
問
の
設

置
、
役
員
の
任
務
に
関
す
る

事
他
）
。

９

　

平
成
２
年
５
月
2
7
日
一
部

　

改
正
（
全
腎
協
会
費
1
0
月
か

　

ら
１
３
０
円
。
翌
３
年
1
0
月

　

か
ら
１
５
０
円
に
）
。

ａ

　

平
成
３
年
６
月
２
日
一
部

　

改
正
（
退
職
金
手
当
を
設
け

　

支
給
、
事
務
局
次
長
１
名
）
。

Ｈ

　

平
成
７
年
６
月
４
日
一
部

　

改
正
（
役
員
の
任
期
２
年
に
）
。

1
2

　

平
成
９
年
５
月
2
5
日
一
部

　

改
正
（
事
務
局
次
長
２
名
に
）
。

1
3

　

平
成
Ｈ
年
６
月
６
日
大
幅

　

改
正
（
役
員
の
任
務
他
）
。

Ｈ

　

平
成
1
2
年
５
月
引
一
日
一
部

　

改
正
（
会
議
の
議
長
に
関
す

　

る
事
他
）
。
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--
役あ員｡(案)

役職名 氏　　　名 地域患者会
組織名

会　　　　長 掛　札　　　聖 釧　路

副　会　長 近江谷　　　守 旭　川

〆/ 佐々木　保　子 オホーツク

/7 水　島　　　裕 室　蘭

〆/ 三　上　留美子 札　幌

事務局長 |'T　木　芳　三 札　幌

事務局次長

会　　　　計 川　村　百合江 札　幌

運営委員 小　平　敬　明 旭　川

Z/ 吉　野　美津留 岩見沢

μ 北　　　征　子 小　樽

μ 浅　見　恭　行 北　見

μ 庄　野　一　男 札　幌

μ 山　谷　似　幸 道　南

μ 井　原　忠　廣 とかち

μ 菊　地　秀　明 苫小牧

Z/ 台丸谷　次　男 富良野

幹　　　　li 柳　瀬　英　樹 旭　川

// 土［日　祐　子 岩見沢

r/ 小野寺　契　悦 浦　河

/ﾉ 松　岡　スィ子 江　別

μ 武　田　優　子 小　樽

// オホーツク

μ 北　見

// 河　野　正　子 釧　路

μ 坂　　　孝　光 札　幌

ﾀﾞﾀﾞ 田　辺　哲　明 札　幌

μ 佐　藤　惟　文 札　幌

// 川　本　　　充 伊　達

// 佐　藤　真美子 道　南

Z/ 菊　地　IE　雄 とかち

// 平　野　陽　子 苫小牧

/〆 石　田　廣　治 根　室

// - 深　川

役職名 氏　　　名 地域患者会
組職名

幹　　　　事 佐々木　　　悟 室　蘭

// 高　田　光　一 紋別

μ 浦　田　光　男 留　萌

ﾉﾀ 福　田　茂　哉 稚　内

ﾉﾉ 阿　部　純　一 士　別

// 佐　藤　勝　利 三　笠

Z/ 富良野

// 佐　伯　英　春 小清水

μ - 名　寄

会計監査役 福　原　真理子 札　幌

ﾀﾞ/ 高　橋　忠　ﾘj 旭　川

相　談　役 鈴　木　啓　三 札　幌

// 川　村　隆　志 札　幌

青年部部長 梅　原　孝　之 旭　川

【全腎協派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域患者会
組織名

理　　　　事 三　上　留美子 札　幌

正　会　員 小　平　敬　明 旭　川

【道難病連派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域悪者会
組職名

理　　　　事 北　　　征　子 小　樽

評　議　員 小　平　敬　明 旭　川

μ 山　谷　政　幸 道　南

/ﾀ 坂　　　孝　光 札　幌

/Z 庄　野　一　男 札　幌

事業資金委員 邑　木　芳　三 札　幌

【機関誌編集委員】

役職名 氏　　　名 地域患者会組職名

委　員　長 福　原　貞理子 札　幌

委　　　　員 久　原　幸　江 札　幌

ﾉ/ 柳　瀬　英　樹 旭　川

ﾀﾞﾉ 長　江　昌　子 釧　路

μ 福　留　夕起子 室　蘭

※氏名欄の「－」は、役員推薦を辞退している腎友会です。
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地域腎友会事務局所在地

会　　　　　名 〒 住　　　　　　　所 電話番号

旭川　地方腎友　会 078-8329
旭川市宮前束4155－30
旭川巾障害者福祉センター「おぴった」３Ｆ

0166-3:^-9083

岩　見　沢　腎　友　会
岩見沢市

浦河地区腎友　会
浦河郡浦河町

江　別　腎　友　会 069-0817
江別市野幌代々木町81－6

　　　　　　　渓和会江別病院　透析室内 On-382-llＨ

小樽後志地方腎友会 017-0032
小樽市稲穂1 - 3-13

　　　　小樽ライフクリニック　透析室内
0131-25-3585

オホーツク腎友会
網走市

北見地方腎友　会 北見市

釧路地方腎友会 085-0003
釧路市川北町４－】７

　　　　　　　身体障害者福祉センター内
0151-23-6687

札幌腎臓病患者友の会 001-0017
札幌市北区北17条西２丁目2-38

　　　　　　　　サザンアベニュー北大301
011-707-6789

伊達地　方腎友　会 有珠郡壮瞥町

道　南　腎　友　会 函館市的場町

と　か　ち　腎　友　会 中川郡士幌町

苫　小　牧　腎　友　会
苫小牧市緑町

根　室　腎　友　会 根室市

深　川　腎　友　会 071-0005
深川市５条６番10号

　　　　　　深川市立総合病院　透析室内
0!fil-22-ll01

室蘭地方腎友会 050-0083
室蘭市東町2－1－19

　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 0113-45-6849

紋別地方腎友　会
紋別郡遠軽町

留萌地方水無人腎友会 077-0011
留萌市東雲町２丁目16爵

　　　　　　　　留萌市立病院　透析室内
0164-19-1011

稚内地方腎友会 097-0022
稚内市中央４丁目Ｈ壽６号

　　　　　　　　稚内市立病院　透析室内
福田
0162-22-5637

士　別　腎　友　会 095-0014
士別市東山町3029番地１

　　　　　　市立士別総合病院　透析室内 011)52-3-2166

三　笠　腎　友　会 三笠市

富　良　野　腎　友　会 076-0057
富良野市住吉町１勝30弓

　　　　　　　富良野協会病院　透析室内
0167-23-2181

小　消　水　腎　友　会 斜里郡小清水町

名寄市立病院腎友会 名寄市

北海道腎臓病患者連絡協議会 001-0017
札幌市北区北17条西２丁目2 －38

　　　　　　　　サザンアベニュー北大101
011-717-0217

咄全国腎臓病協議会 170-0002
東京都豊島区県鴨ｌｒ目20番９号

　　　　　　　　渠鴨フアーストビル３階
03-5395-2631

昭
和
4
8
年
１
月
1
3
‐
第
３
顧
郵
便
物
認
可
Ｈ
・
Ｓ
・
Ｋ
通
巻
４
４
５
ｎ
ｉ
ｒ

平
成
2
1
年
５
月
1
0
日
発
行
（
毎
月
1
0
‐
発
行
）

発
行
所

　

北
海
逆
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

１
伺
祈
　
↓
へ
暉
１
刊
味
式
灸
叱

（
ａ
認
む
）

両
尺
ｉ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
ｑ
．
’
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